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会長挨拶 幹事報告
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日曜日に沼津に於いて第2620地区主催の会員増強セミナーがあり、

次年度の会員増強維持委員長の有川さんと部会長の諸星さんと出席

してきました。3月１日開催の第384回例会に当クラブにお越し頂き卓話

をして頂いた岩国西RCの西村さんと名古屋東单RCの伊藤さんの講演

を聞きました。その話の中で、一年で増強した最大人数は日本では28

名、世界では33名だそうです。我がクラブは100名を目標にしています。

10人や20人の増強を目標にすれば誰かがやってくれるだろうと他人事

になり10人の目標も難しくなります。会員の一人一人が責任を持って勧

誘しよう！という気持ちで取り組んで頂かないと目標は達成できないで

しょうし、良いクラブは作る事が出来ません。又、当日の発表の中にも

面白い例会にしようとの意見がありました。それよりも面白いと感じる事

が出来る会員を育成していくのが必要ではないでしょうか。自身を成長

させる為にも、一人１名の増強が責任と義務であると考えます。

①第２６２０地区よりお知らせです。

2011年８月６日(土)～７日(日)に第２回「富士山・絆の日」と

銘打って中山ガバナー年度と同じ様に奉仕富士登山隊員

募集の案内がきています。

参加希望の方は、事務局にお問い合わせ下さい。

②来週の第３９８回例会は、委員長・部会長の皆様に退任の

挨拶です。限られた時間ですが準備をお願いします。

③本日、例会終了後８：４０～４３F事務局に於いて役員会が

ありますので、ご出席をお願い致します。

出席

報告

81名中57名72.15%

前々回修正出席率

委員会報告

会員増強維持委員会 諸星圭吾；

来週の例会までに友リストを1人１枚以

上の提出をお願いします。現在、推薦

書が4枚、友リストが11枚となっておりま

す。是非みなさんのご協力をお願いしま

す。入会の意思がある方は推薦状をお

願いします。友リストにつきましては、こう

いう人に入っていただきたいという方で

結構です。勧誘につきましては、会員増

強維持のメンバーと進めていきたいと思

いますので、是非みなさんご協力をお

願いします。

ゴルフ同好会 近藤雅彦；

今週末に行われる今年度最終青空例

会の懇親会の場所が板屋町の紅すず

めに変更になりましたので、ご注意くだ

さい。急きょ参加できるようになった方は

ご連絡ください。

幹事報告/富士登山のお知らせ

次年度幹事 加藤隆司；

次年度の1回目の例会は400回例会となり

ます。400のゴロ合わせでしあわせになる例

会ということで、100%例会をめざしますので、

みなさんご協力をお願いします。

出席報告と小話する鈴木和行さん；

原子力発電は技術的にはまだ未完成と

いうことらしいです。それでシーベルト

（シューベルトの未完成交響曲にひっか

けて）というらしいです。
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　　　　「未来に継続する奉仕活動を考える」
　　　2011-12年度　奉仕PJ委員長・堀内善弘さん
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次年度の奉仕プロジェクト委員会では、各プロジェクトの垣根を越えて、継続的な奉仕活

動を考えていきたいと思っております。その一環として、日常の継続的奉仕活動と、東日本

大震災の継続的支援をなんとか実行したいと思っております。

被災地の支援に関しては、何かしたいのだけれど、ここで考えても何ができるかわからないと

いう状況の中で、すでに現地入りをした滝浪さん、大岡さん、市川さんに体験談をお話しい

ただき、また堀内さんには奉仕プロジェクトとしての次年度の方向性をお話しいただきました。

滝浪さんは、医療の立場から現地に入った感想と医師会の立場、状況を踏まえて感じたこと

を紹介いただきました。報道と現地のギャップは大きく、現地を訪れ、肌で感じることが大切

であるという示唆もいただきました。5月に大槌町でボランティア活動を行ってきていた市川さ

んの体験談も予定していたのですが、残念ながら参加できないため、被災地でのボランティ

ア活動の画像を提供いただきました。

大岡さんには、具体的な視察場所について、またどのような支援方法があるか、簡潔に説明

いただきました。その大岡さんのアドバイスにより、7月９．10日の視察の予定を組むことがで

きました。

奉仕に対する我々の意識も変化し、当クラブでの継続的な災害復興支援活動の基盤が生

まれるのではないかと期待しております。地域社会や職場でのオピニオンリーダーである

我々メンバーが、率先垂範をして、今後の奉仕活動に還元できればと、時間的な制約や今

後の長い活動を展望した考えのもと、被災地視察を計画致しましたので、ぜひ参加いただけ

ればと思います。


